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【要約】 

読書率は、その国の発展レベルを示す重要な指標である。先進国は、十分な教育を受けた

労働力を持っており、それは読書能力や読書習慣に直結する。情報化時代と呼ばれる現代

社会では、知識を得るための最速の方法は読書である。読書習慣は、まず家庭内で形成さ

れる。その後、学校や子どもの環境が積極的に貢献することで、望ましい読書の目的を達

成することができる。読書能力が発達した子どもは、知識得て、将来の教育や職業生活で

の成功を達成する。この目標を達成できるかどうかは、読書に対しての家庭における指導

や読書への励ましに直接関係している。本研究の結果は、北キプロスのトルコ共和国の両

親の教育レベルと子どもに与えられる読書習慣との間に強い相関関係があることを示して

いる。例えば、大学以上の教育を受けている 27 の家庭の子どもたちは、合計 115 冊の本

を読んでおり、これは子ども一人当たり月平均 4.25 冊であるのに対し、高校以下の教育を

受けている 23 の家庭では 42 冊、平均 1.82 冊であった。本研究の一般的な目的は、子ど

もの読書習慣と保護者の教育レベルとの関係、およびこの点に関する家庭の意識レベルを

明らかにすることである。これは質的研究である。綿密で詳細なデータを得ることを目的

としている。 

 

【感想】 

BFC として教科書を作成する立場にあるのでこのように読解力が将来子どもたちの成長に

どのように影響するかについて考えるいい機会になりました。もちろん教科書配布の効果

というのは、この論文にあるような「教育の達成」だけにはとどまらないとは思います

が、BFC の活動を広めるとき、教科書を作ることによる効果を実証的に示すことができる

のは私たちの活動に説得力を持たすことができると思います。またこの結果はマダガスカ

ルなどの途上国だけでなく日本でも活かせます。私たちがなぜここまで絵本や教科書にこ

だわるのか、その裏付けとして非常に面白い論文だと思いました。 
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